
地域で育まれた風景の価値を学術的に示し
環境として継承することが使命

建設物価調査会の総合研究所では、次世代を担う若者の

育成・支援や様々な研究を通して建設事業の健全な発展

と活性化に寄与する研究支援プロジェクトを行っています。

その一環として、広く建設に関係する研究室を紹介します。

未 来を
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研究室
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豊かな自然環境と文化的な都市機能が
共存する街づくりを提案したい

　神奈川県横浜市郊外の自然豊かな環境で生
まれ育った片桐由希子先生は、慣れ親しんだ
里山の風景が、時代の変遷とともに開発され
ていくことに、子供ながらに胸を痛めていた
という。高校生になって、市街化調整区域と
は、豊かな自然を守るためではなく、計画的
に開発を進めるための制度であることを知り、
なんでもないような自然の風景に価値を見出
し、守り育てることができないかと考え、都
市や地域に対するアプローチを学ぶことを目
標に進学した。大学では、実践的かつ複合的
な学術的知見を通して現代社会の様々な問題
を解決するための考え方を学んだ。それが今
の片桐先生の大きな武器となっている。大学
3年生では、建築家隈研吾氏の研究室に所属
し、建築デザインについて学び、4年生でラ
ンドスケープ研究室に所属するようになると、
土木や建築の専門家とのコミュニケーション
を通じて、マクロ的な視点でモノゴトを把握
することを学んだ。様々なステークホルダー
が存在する街づくりの場では、多元的な視点
を持つことが求められる。研究室の学生にも
それを身に着けてもらえるよう指導している。
　現在は、社会インフラとしてのオープンス
ペースを対象に研究を進めている。公園や駅
前広場など、誰でも気軽にアクセスできる空
間に計画的に緑地を配置することで、街に緩
急が生まれ、人々の生活に潤いを与えること
ができる。そして、有事の際には避難場所と
しても機能する。緑地と都市機能が共存した
多様性のある街を作ることができれば、何気
ない郊外の風景にも価値を見出すことができ
る。そのマネジメント手法を研究し、広く提
案していくことで、豊かな自然環境を次の世
代に引き継いでいく方法を確立したい。それ
が片桐先生の目標だ。
　金沢の街は、街歩きが趣味の片桐先生にと
って、規模や雰囲気、歴史や文化を色濃く残
す街並みなど、すべてが研究意欲をかき立て
てくれるお気に入りの街だ。

１｜金沢工業大学の象徴とも言えるライブラリーセンター
２｜セレクトショップのような「チャレンジラボ」は新しい価値を創造する場
３｜毎年作成している研究室のパンフレットは非常に凝ったデザイン
４｜総勢20名（うち男子学生19名）の地域環境デザイン研究室
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金沢工業大学
工学部　環境土木工学科

地域環境デザイン研究室
片桐 由希子 准教授 博士（学術）
2000年３月　慶應義塾大学 環境情報学部 卒業
2002年３月　慶應義塾大学大学院 政策・メディア研究科

修士課程 修了
2007年３月　慶應義塾大学大学院 政策・メディア研究科

博士課程 満期退学
2008年4月　慶応義塾大学 特別研究助教
2008年4月　東京大学大学院 特任助教
2013年1月　首都大学東京 都市環境学部 環境学科 助教
2020年4月　金沢工業大学 工学部 環境土木工学科 講師
2023年4月　金沢工業大学 工学部 環境土木工学科 准教授

K A T A G I R I  Y U K I K O

専門分野｜ ランドスケープ計画、グリーンインフラストラクチャ、観光政策・
計画、地域文化資源

研究テーマ｜自然の風景の美しさや安心感の根底に
は、地域の生活や産業と自然とが調和をとりながら作
り出した空間や環境があります。本研究室では、ラン
ドスケープを構成する自然環境や歴史・文化的背景、
ライフスタイルに視点をおきながら社会的課題を受け止め、社会に
調和したグリーンインフラストラクチャの作り方を考えていきます。
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「みんなで一緒に考える」を実践する
都市計画は、明確な評価基準があるものではなく、
社会的な背景や地域に住む人々の価値観など、様々
な視点や思考を踏まえて設定する必要があります。
自分でよく考え、かつチームの一員として一緒に検
討に取り組めるような人材が求められます。研究を
通じて、自分なりに地域や社会を見る目を養い、建
設業界で働くにあたっての自分自身の指針を見つけ
てほしいと思っています。

指導方針

学 生 イ ン タ ビ ュ ー ＊「学年」は2023年9月の取材当時のものです

松
田
大
輝
（
マ
ツ
ダ
ダ
イ
キ
）

学
部
４
年
　
石
川
県
出
身

趣
味
：
台
湾
旅
行
で
食
べ
た
タ
ル
ト
が
絶
品
で
し
た

毎
年
、
年
２
回
は
行
き
た
い
く
ら
い

橋
爪
裕
平
（
ハ
シ
ヅ
メ
ユ
ウ
ヘ
イ
）

学
部
４
年
　
石
川
県
出
身

趣
味
：
ラ
ジ
オ
を
聴
き
な
が
ら
の
散
歩
の
途
中

自
然
の
匂
い
で
季
節
の
移
ろ
い
を
感
じ
る

渡
部
匡
哉
（
ワ
タ
ベ
マ
サ
ヤ
）

学
部
４
年
　
富
山
県
出
身

趣
味
：
友
人
や
後
輩
と
お
酒
を
飲
ん
だ
り

バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
行
っ
た
り

人
の
ミ
ス
を
許
せ
る
よ
う
な

器
の
大
き
な
人
間
に
な
り
た
い

　
兄
姉
が
土
木
関
係
の
仕
事
を
し
て
お
り
、
自
分
も

同
じ
道
を
進
み
た
い
と
、
工
業
高
校
の
土
木
工
学
科

へ
と
進
学
し
ま
し
た
。
大
学
入
学
後
は
、
幼
児
向
け

の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
ア
ル
バ
イ
ト
を

通
じ
て
、
子
供
た
ち
を
取
り
巻
く
自
然
環
境
の
在
り

方
に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。
子
供
た
ち
が
自
然
と
触

れ
合
い
な
が
ら
自
由
に
遊
べ
る
場
所
が
減
っ
て
い
る

今
だ
か
ら
こ
そ
、
公
園
施
設
の
研
究
を
し
た
い
と
、

片
桐
研
究
室
に
入
り
ま
し
た
。

　
４
月
か
ら
は
、
高
速
道
路
の
保
守
・
点
検
業
務
で

交
通
環
境
の
安
全
を
担
う
会
社
に
就
職
し
ま
す
。
公

園
な
ど
の
自
然
環
境
や
子
供
た
ち
と
の
関
わ
り
は
少

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
な

ど
に
あ
る
緑
地
の
管
理
で
、
高
速
道
路
の
利
用
者
に

癒
し
の
空
間
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
ま
で
の
自
分
は
、
失
敗
し
て
も
許
し
て
も
ら
え

る
側
の
人
間
だ
っ
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
人
を
許
せ

る
器
の
大
き
な
人
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

自
然
は
人
の
心
を
豊
か
に
し
ま
す

そ
ん
な
場
所
を
提
供
し
て
い
き
た
い

　
元
々
は
建
築
分
野
に
興
味
が
あ
り
ま
し
た
が
、
高

校
生
に
な
っ
て
、
人
々
の
暮
ら
し
を
豊
か
に
す
る
よ

う
な
街
づ
く
り
が
し
た
い
と
考
え
、
環
境
土
木
の
道

へ
と
進
み
ま
し
た
。
そ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
が

自
宅
の
近
所
に
公
園
で
し
た
。
高
校
生
の
頃
、
落
ち

込
ん
だ
り
す
る
と
、
そ
の
公
園
の
ベ
ン
チ
に
座
り
、

た
だ
ボ
ー
ッ
と
す
る
だ
け
で
心
が
癒
さ
れ
ま
し
た
。

　
３
年
生
に
な
っ
て
、
地
元
の
石
川
県
の
公
園
を
盛

り
上
げ
る
た
め
の
研
究
が
し
た
い
と
思
い
、
片
桐
先

生
に
相
談
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
こ
の
研
究
室

を
志
望
し
、
無
事
に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。

　
４
月
か
ら
は
、
高
校
生
の
頃
の
思
い
出
の
公
園
を

造
っ
た
会
社
で
働
き
ま
す
。
当
時
の
自
分
に
と
っ
て

あ
の
公
園
が
か
け
が
え
の
な
い
場
所
だ
っ
た
よ
う
に
、

訪
れ
た
人
に
と
っ
て
の
か
け
が
え
の
な
い
場
所
に
な

る
よ
う
な
公
園
を
提
供
で
き
る
技
術
者
に
な
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
そ
の
公
園
の
自
然
の
匂
い
に
よ
っ
て

季
節
の
移
ろ
い
を
感
じ
て
ほ
し
い
で
す
。

「
モ
ノ
づ
く
り
」
よ
り
も
「
空
間
づ
く
り
」
に

自
分
の
適
性
を
見
出
し
ま
し
た

　
幼
い
頃
か
ら
モ
ノ
づ
く
り
が
好
き
で
、
工
業
高
校

で
は
機
械
工
学
を
学
ん
で
い
ま
し
た
が
、
手
に
取
れ

る
「
モ
ノ
」
を
作
る
仕
事
よ
り
も
、
駅
前
広
場
や
公

園
な
ど
の
公
共
性
の
高
い
「
空
間
」
を
作
る
仕
事
が

し
た
い
と
、
都
市
計
画
や
空
間
デ
ザ
イ
ン
を
学
ぶ
た

め
に
、
環
境
土
木
工
学
科
へ
と
進
学
し
ま
し
た
。

　
公
共
ス
ペ
ー
ス
は
、
利
用
す
る
人
々
の
多
様
性
を

包
含
し
て
い
ま
す
。
様
々
な
属
性
を
持
っ
た
利
用
者

の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
・
視
点
か
ら
見
た
モ
ノ
ゴ
ト

に
つ
い
て
思
い
を
馳
せ
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
都
市

計
画
の
仕
事
は
、
コ
ツ
コ
ツ
と
丁
寧
に
作
業
を
進
め

る
タ
イ
プ
の
自
分
に
は
合
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
就
職
先
に
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
を
選
ん

だ
の
も
、
景
観
デ
ザ
イ
ン
や
都
市
計
画
、
地
方
創
生

と
い
っ
た
幅
広
い
仕
事
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る

こ
と
に
魅
力
に
感
じ
た
か
ら
で
す
。
将
来
は
、
公
共

の
都
市
空
間
づ
く
り
の
計
画
設
計
業
務
に
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
携
わ
り
た
い
で
す
。

一軒貸しの古民家での卒業研究の中間発表会 河川敷の利活用を検討する社会実験での屋外ゼミ

１グリーンインフラの計画・
マネジメントの手法の提案
地域の生態系、防災・減災に資する社会基盤としての機能と、
観光・レクリエーションや健康づくりなどの活動とを重ね合わ
せた地域の将来像を描くとともに、これを共有し、実装するた
めのしくみを含めた「グリーンインフラ」の計画・マネジメン
トの手法を考えます。近年は、農業用水や海岸林や都市林の管
理と環境変化、散策路事業を通じた地域マネジメントなどを研
究テーマとしています。

地域の生活文化のアーカイブと
共有システムの構築

地域での研究やプロジェクトの成果は、現状では、大学や研究機関
に吸収され、地域にはなかなか蓄積されていきません。地域の実務
や教育、研究活動を中心に成果が蓄積され、活動が展開するような
仕組みの構築について、検討していきます。

3
営みの風景を回復する
地域デザイン・計画の提案

少子高齢化の進む郊外でコミュニティの回復、交通不便地域における
地域活性化、観光客の分散といった地域の社会課題に対し、自然環境
の成り立ちとともに、歴史・文化を読み解きながら、地域環境デザイ
ンの実践的な計画・デザインを行います。珠洲市でのランドスケープ
デザインと地元中学校での風景づくりワークショップ、金沢市の犀川
のかわまちづくり、公園づくりなどに関わっています。

2

最近の研究テーマ
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